
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

・ 年 1 回『福祉研修会』を開催し、行政や見識者を 
講師に招き、福祉や時事問題等をテーマに勉強会を 
開催し知識を深めている。 

・ 『体育大会』や『体幹機能訓』を実施し、楽しみながら 
リハビリにも繋がる事業を開催し、会員相互の交流を図っている。 

 
 

・ 京都市の『ほほえみ交流事業』として市内の小・中学校を訪問し、 
『町のバリアフリー』や『障害当事者の体験談』を話し障害者から見た 
『共生社会』を理解してもらう。また『車椅子体験』や誰にでも出来る 
『卓球バレー』を行い、交流をしながら障害者理解に努めている。 

 

・ 年 4 回『きょうと身障の福祉』を発行し、当協会の事業記事だけでなく、 
会員の小説、エッセイ、俳句等を掲載し、会員だけでなく区役所、福祉事務所 
などに配布し、設置してもらい市民の方々への啓発活動につなげている。 

 

特定非営利活動法人 京都市肢体障害者協会 

広報事業 

ほほえみ交流事業 

肢体障害者協会としての取り組み 

取組内容の紹介 


